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変革の時代の小学校社会科教育実践の創造
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１　本稿の目的
変革の時代の今
，どのような小学校社会科教育
実践が求められているのだろうかＯ情報化
，国際
化
，価値観の多様化など教育を取り巻く環境は大
きく変わった
。そこで，改正された教育基本法で
は
，新たに教育の目標が５つに整理して規定され
た。以下，小学校社会科教育に関わりの深いキー
ワ
ドーを挙げてみよう。
①幅広
い知識と教養
②能力の伸長
，職業との関連を重視
③公共の精神，社会形成への主体的参画
④環境の保全
⑤伝統と文化の尊重，我が国と郷土を愛し他国を
尊重
これらはいずれ乱小学校社会科教育実践にお
いて具体化が求められる課題といえよう
。さて，
小学校の教育現場には
，研究対象となりうる授業
そのものが少なく
，授業改善はなかなか進まない
という問題状況がある
。例えば，実践内容は詳細
に示されるが子どもの変容が不明な授業記録
，理
論優先で子ども不在の授業
，子どもの姿は具体的
に示されるが教師の指導が不明な単元概要の記録
，
こういった「実践」が，書籍には多い。こよう
な現状では
，変革の時代に求められる実践は，探
りようがない
。そこで，第56回全国社会科教育学
会
・第19回社会系教科教育学会合同研究大会での
「課題研究Ｉ　変革の時代の小学校社会科教育実
践の創造」では，４名の提案者それぞれの立場か
ら，以下の論点を踏まえて授業実践を示していた
だいた。
１　　厂問題
」は何か。「これまでのその単元の実
践の問題点は何か」「報告する実践は，現場に向けられた課題の何を解決しようとしているの
か（上記
，キーワードなど）」
２　報告する実践は
，何を目指しているのか。
社会認識形成か
，市民的資質育成か。
３　なぜそのような単元構成になるのか
。
４　子どもは，その実践で，どのように変容し
たのか。
本稿では
，４本の授業実践にもとづいた研究発
表を紹介し検討することを通して
，「変革の時代
に求められる実践」では何をこそ守り
，どこを変
革していくとよいのか考察していきたい。
２　変革の時代の小学校社会科教育実践
（1）中山京子発表「子どもの追求に即した大単元
の創造」の概要
最初に紹介する課題研究発表は
，中山京子氏
（京都ノートルダム女子大学）が前任校の東京学
芸大学附属世田谷小学校で実践した大単元匚学校
のまわりのたんけん一買い物から出るゴミ調査隊－」
にもとづいた発表である
。以下，当日配布された
資料をもとに
，発表概要を示したい。
発表者の問題意識は
，匚教師は（筆者略）既存
のカリキュラムや単元配列を先行させることに何
の疑問もいだかず
，子どもの追究を分断させてし
まっていることに気づいていないこと
」にある。
そこで
，発表者は，第３学年において買い物学習
単元からゴミ学習単元へと連続させた大単元の″実
践報告を通して
，匚子どもの学びに即して学習を
展開することの意義」を主張している。すなわち，
教材単元に対する問題意識から
，経験単元の意義
を主張する発表といえる。
本実践の目標は
，市民的資質の育成にあり，そ
れは
，「‾共生社会の構築に参画する力」1）である。
それは，本単元に当てはめるならば，厂自らの追
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究を発展させて，多様なものの見方を知る力」で
あり，「‾仲間と学 びあいながら， 自分の行動を決
定する力」である。以下に発表者 の考える具体的
な子どもの姿を示そう。
（1） 厂野菜の包装」についての追究から，買い物
の仕方，売る側の考え， ゴミの問題に視点を広
げる。
（2） 探検活動やゴ ミ処理場 の社会科見学，インタ
ビューを通して，仲間の考え，両親の考え，お
店の人 の考え，ゴミ処理場の方 の考えを知 る。
（3） 厂野菜の包装」や調べたことについて自分の
考えを表現し，相互啓発をして学び合うＯ
（4） 買い物をする場面， ゴミを捨てる場面，違う
考えを聞く場面で，自分の考えをもとに行動す
る。
「買 い物やゴミに関する学習問題の解決に向け
て自らの生活を見つめ，社会に参画する一人の市
民としてどうある事がよいのかを追究し続ける」
本実践は，新たに教育目標に加え られた 厂社会形
成への主体的参画」を子どもの姿及び授業として
具体化した提案といえよう。
次に，単元の具体的展開を紹介しよう。スーパー
のバックヤード 匚銀の扉の向こうの世界」の見学
後，子ど もたちは 厂野菜を包装するのは何のため
か」議論することになる。子どもたちの 匚包装は
必要だ」という意見と 厂包装は不要だ」という意
見衝突の後，子どもたちは家族や八百屋にインタ
ビューし，ゴミの増加へと視野を広げる。そして，
「‾包装 に使われたものの行方を考えよう」 という
問題が生まれ，ゴミ処理場と埋立地を見学するこ
とになる。 このように本実践では，買い物学習か
らゴミ学習へと展開するのである。発表者は，本
単元の実践以前より「‾問題解決過程のプロセスと
場とその時間を保障すること」を重視しており，
本実践において も学習の過程で生 まれた子どもの
追究の視点を大切にするべく経験単元として構成
したのである。
配付された資料には， ２名の抽出児の変容が詳
しく記載 されているＯ抽出児 Ｏ は，匚包装はない
方がよい」 と考え実際にそのような買い物行動を
する。 ところが取材活動を通して包装の意味がわ
かり 厂包装も必要かも」と考えるが，トレイの廃
棄の現状を知り， また，包装の是非 の考えが揺れ
る。抽出児 Ｔは，当初より 匚包装 はゴミになる」
と考えているが，リサイクルに興味を持ち，以後，
一取材活動や見学活動に向かう。
大単元の実践後，「社会は何をする時間か」厂自
分にとって社会科で大事にしたいことは何か」話
し合わせたところ，子どもは，大事な三つとして
匚知る」厂実行」厂意見を言う」を挙げた。そこで，
発表者は，厂大単元によって追究 の連続を経験し
た子どもたちは，知る喜びと知ることの大切さを
理解する」ところに，大単元化した授業展開の意
義があると結論づけている。
（2） 吉崎朗発表「郷土を愛する心を育む社会科授
業」の概要
次に紹介する課題研究発表 は，吉崎朗氏（島根
大学教育学部附属小学校） が現任校で実践した第
４学年単元 匚小泉八雲が残したもの～文化の発展
に尽くす～」 にもとづいた発表である。 この単元
は，『学習指導要領社会』の 匚内容」 に示 されて
いるF ‾地域の発展に尽くした先人の具体的事例」
を扱ったものである。発表者が本単元を実践報告
として提案する理由は，教育基本法の 匚教育の目
標」に 匚伝統と文化を尊重 し（筆者略）我が国と
郷土を愛する（筆者略）態度を養う」 ことが明記
され，授業の具体化が迫られているという問題意
識にある。以下，当日の配布資料を もとに，発表
概要を示す。
発表者は， これまでの実践に関して２つの問題
点を指摘する。　１つめは， 叮郷土や国家を愛する
心を育てる」ことばかりに重点が置かれてしまい，
態度主義の授業展開が成されてはこなかったか」
という問題点である。　２つ めは， 厂業績を賞賛す
る段階で授業がとどまってしまっている」ことと，
また，厂今とのつながりで考えるという視点も少々
希薄になってきている」という問題点である。
そこで，発表者は提案する実践報告 の単元目標
を以下のように示した。
○小泉八雲の業績やそのころの松江の人々との関
わりをさぐっていくことを通して，小泉八雲 は
松江の人々の生活や文化の発展に役立ってきた
ことに気づくことができるようにする。
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○子ども自身が八雲の生き方にふれながら松江と
いう地域を愛し，地域の発展を願うことができ
るようにする。
発表者にとって
，匚本実践は，地域の発展に寄
与した先人の業績に気づくという社会認識形成を
通して
，松江という地域を愛し，地域の発展を願
うといった公民的資質の育成をめざしたもの」で
ある。
次に
，単元の具体的展開を紹介しよう。「第1次
松江の町の小泉八雲さがしをしよう
」では，ま
ず
，子どもたちに怪談を聞かせて，松江の町と小
泉八雲の関わりに関心を持たせる
。そして，匚松
江の町の小泉八雲さがし
」の調査結果をもとにベ
ルンマップをつくらせるのである
。「‾第２次松
江の有名人小泉八雲のひみつをさぐろう
」では，
匚小泉八雲が松江で有名になったわけ」を予想し，
調査活動の後
，話し合う。さらに，「現在小泉八
雲は松江の人々にとってどのような存在となって
いるのか」話し合う。「第３次　小泉八雲が松江
で有名なわけをまとめよう」では，各自，報告書
を作成する。
このように構成した理由は
，３点示された。
①子どもたちが実際に自分の足で現地に出向き
。
目で見て耳で聞いて確かめた事象をもとに追究
する場を保障する。
②「個別に調べる→みんなで話し合う→新たな視
点て個別に調べる」学習を繰り返し
，認識を段
階的に深める。
③マップづくりによって情報を共有化し
，子ども
たちの疑問を共通の学習課題として高める
。
このような考え方で単元を構成する背景には
，
発表者の描く子どもの姿すなわち匚八雲に興味を
持ち
，その人の業績や松江の町との関わりを，見
通しをもちながら進んで調べていこうとする姿
」
匚
一人ひとり思いや願いをもって追求を進める
姿」厂自分の調べ方や見方・考え方をよりよいも
のにしていこうとする姿
」がある。
さて
，本実践の成果として，資料には抽出児Ｋ
の学習の様子が詳細に示されている
。Ｋ児は，最
初八雲を商標名にしたお菓子に関心かおる程度だっ
たが
，調査活動を通して，当時の八雲の様子が具
体的にわかり，やがて進んで八雲の子どもの頃の
ことを本で調べたり
，小泉八雲記念館に行って英
語教師時代の様子を調べたりする
。そうして，八
雲は厂松江を愛し
，そのくらしにとけ込もうとし
たため
，松江の人からも愛された」と，Ｋ児自ら
の考えを広げた
。そして，第３次の報告書づくり
では
，小泉八雲が松江で有名なわけを匚日本人よ
りも日本を愛した」などとまとめ，また，結婚の
いきさつや名前の由来なども紹介した
。
この学習を通して
，Ｋ児にとっての八雲は匚有
名人」から「‾松江を愛し，松江の人からも愛され，
大切にされている人
」へと変わっていったという。
また
，Ｋ児は，この学習で「‾調べ方を身につけて
いった」という。Ｋ児の作文匚八雲のことを知り，
私はある意味
，松江の人になれてよかったです」
等は
，地域への誇りや愛情を表現したものであり，
それは匚調べて考える活動を繰り返し行い
，（筆
者略）松江の町のよさをとらえ直していく」単元構成の成果と結論づけられた。
（3）稲井智義発表「社会的判断力の育成をめざす
社会科学習」の概要
次に紹介する課題研究発表は
，稲井智義氏（徳
島県阿波市立土成小学校）が前任校の鳴門教育大
学附属小学校で実践した第６学年単元匚日露戦争
後の日本」と単元匚世界の中の日本」にもとづい
た発表である。以下，当日の配付資料をもとに，
発表概要を示す。
発表者は授業中の子どもの発言から以下２点の問題意識をもった。
①小学校の歴史単元の授業として
，どのような視
点て子どもだちと授業をつくっていけばよいの
か
②これからの日本は世界とどのようなつきあいを
すればよいのか
以上２点は
，一言で言えば，匚歴史的事象を学
んだことを今学んでいることに生かすにはどのよ
うなスタンスで社会科学習を構想するか」という
問題提起となる
。ところが，価値観の分かれる問
題に対して
，小学校歴史学習と国際理解の学習を
意識して連続させている単元構想や授業実践は見
あたらないため
，発表者は両単元を連続させた実
践の報告をすることとした。
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両単元の目標は
，市民的資質の育成にある。発
表者は
，社会的判断力を育成する授業づくりを目
指して
，厂価値観の分かれる学習課題により，子
どもたちがそれぞれの主張を立案し
，他者の主張
との相違点を見つけ
，話し合いによって合意でき
る点を見出す」授業をつくろうとしている
。
次に両単元の構成を紹介しよう。
単元厂日露戦争後の日本
」の学習課題は，厂日
露戦争後
，日本がまず行うべきことは何か」であ
る
。この課題に対して，４名の子どもが「‾まず，
朝鮮に対して謝り戦争で迷惑をかけた朝鮮を立て
直すことだ
」と主張する。その根拠は，戦場となっ
たのは日露両国に直接的に関係のない朝鮮である
こと等である
。この主張対して，当時の社会情
勢などを考える子どもたちは納得できない
。話し
合いでは
，人道的な見地からの考え，国益に照ら
した考えなどが交錯し
，その後，日本が歩んだ道
のりを主体的に調べる学習へと進んだという
。こ
のように単元を構成する理由は
，発表者にとって，
授業では
，「歴史の分岐点で判断することに対し
て
，他者は何に価値をおいて判断しているのか，
その判断の根拠とすることは自分が根拠とするこ
とと同じなのか違うのかという
，他者の判断に学
び自らの判断を見つめ直す場
」こそが重要である
と考えるからである
。そうして，子どもたちの潜
在意識にある［‾避戦2］平和型反戦思想」を覚醒
させたいと
，発表者は考えていた。
単元匚世界の中の日本」では，子どもたちは，
６力国の特派員となってそれぞれの国を紹介した
後
，教師より提示された学習課題匚日本にとって
学べないものは何か
」を考えることになる。話し
合いは決着しないのだが
，このような授業をつく
るのは
，発表者が「‾文化衝突の場面において，文
化相対主義と行動的人類学との対立の存在を理解
し
，異文化に対する理解不能余地を了解しつつ
も共同できる可能性を
，より強く志向しようとす
る態度を育てる指導
」を意図しているからである。
単元匚日露戦争後の日本
」では，討論において
子どもたちの立場の違いが顕在化したため
，合意
形成をみることはなかったが
，自分が拠って立つ
位置を明確にして主張し自他の考えを交流し合うことが自己存在感を感じることになる，と結論づ
けられた
。また，単元厂世界の中の日本」では，
匚他国の社会情勢を相対化し，日本の社会情勢と
比較し検証するというレベルに子どもを引き上げ
ることができた
」厂自他の考えを知り合うこと比
なり
，自らの考えを再度見つめ直す場となり得た」
と結論づけられた。
（4）菊池八穂子発表「『法的な思考』に基づく小
学校政治学習の単元開発
」の概要
次に紹介する課題研究発表は
，菊池八穂子氏
（石川県金沢市立押野小学校）が現任校で実践し
た第６学年単元匚わたしたちの願いを実現する政
治」にもとづいた発表である
，以下，当日の配付
資料をもとに
，発表概要を示す。
発表者の問題意識をまとめると以下のようにい
えるだろう。
本単元に該当する教科書教材にしたがった授
業は
，匚政治とは人々の願いを実現することで
ある
」という考え方にもとづいており，このよ
うな考え方では
，法や制度を受容する態度しか
育たず，主体的に関わろうとする態度は形成さ
れない。
そこで
，発表者が注目するのは，社会への参画
の資質を形成する上で有効であろう法関連教育で
ある
。発表者による研究発表の目的は，匚法や制
度に対し積極的に関与していける力を育成するた
めには
，どのような法関連教育が可能か提案する
こと」である。すなわち，報告された実践は，市
民的資質形成を目指したものといえる
。
次に発表者が開発した単元の目標を紹介しよう
。
・政治は国民生活の安定と向上を図るために
，大
切な働きをしていることがわかる
。
・国民生活の安定と向上を図るために必要な費用
の多くを国民が税を中心に負担していることと
，
税の使い道は慎重に議論して決められなければ
な
らないことがわかる。
・税の負担の仕方や使い道は，国民主権の考え方
に基づき
，選挙で国民が選んだ議員によって決
定されていることを知り
，政治に主体的に関わ
る力を育てる。
続いて
，単元の具体的展開を紹介しよう。「導
入部」では，税金のある町とない町を比較させる
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ことによって，「‾国民生活 の安定 と向上のために
税金を使って政治が行われている上 ことに気づか
せる。そして，失敗事例の夕張市を取り上げて考
えさせることを通して，学習課題「‾多様な国民生
活の安定（＝困っている人の救済）や向上（＝生
活の質を高 めたいという願いをかなえる） に関す
る願いはどのように吟味され，選択されて実現さ
れるのでしょうか」を設定する。匚展開部」では，
金沢市での税金の使い道と能登町や成功事例の長
野県下條村，岩手県葛巻町の税金の使い道との違
いを比較させることによって税金の使われ方の多
徐 哇を知らせるＯさ らに，子どもに，成功してい
る地域のリーダーにインタビューさせることで，
「税金の使い道について住民 と十分話し合 われた
こと」を知らせる。 その上で，匚議会制の政治の
仕組み」や「‾選挙の大切さ」を知らせる構成となっ
ている。最後 の「まとめ」で は，匚みんなが幸せ
になるための政治の実現のためには，税金の負担
の仕方や使い方について，よく話し合って決める
ことが必要であり，議員を選ぶ国民すべてに責任
がある」 ことに気づかせる。
発表者がこのように複数の成功事例や失敗事例
を取り上 げて考えさせる理由は，「配分的正義」
厂手続的正義」 といった考え方を子どもが身 につ
ける，すなわち 厂法的な思考」を使って考えさせ
ることによって「‾政治と憲法との関連性を政治単
元の中でもっと子どもにわかりやすく示す」こと
表１　研究発表の概要
がで きるであろうと考えるからである。
授業実践 はじめ，子どもたちは， 匚税金の使い
道は誰が決めたらよいでしょう」 という教師の問
いかけに対して，リーダー（市長など）任せの傾
向があったが，実践終盤 は， 全員一致で，匚住民
も関わった方がよい」という意見となった。例え
ば，「自分たちが出した税金だから，使い道を決
めたい」ド ーターと住民 との意見の食い違いが
あったら困るから」匚自分 の願いとは違 った結果
になっても，話し合いで納得できるから」が，そ
の理由である。
この実践すなわち 匚配分的正義」や 厂手続的正
義」という「‾法的な思考」を身につける学習過程
は，子どもたちが法や制度を受容するのでなく主
体的に関わろうとする態度を形成するうえで有効
である，と結論づけられた。
３　 これからの小学校社会科授業づくりに向けて
前項で紹介した４名 の課題研究発表の概要を一
覧表にまとめると表１のようになる。これをみる
と，現行小学校社会科授業の抱えている問題が明
らかになっている。匚教材単元の傾向が強く子 ど
もの追究 は分断されている」（中山京子発表）匚態
度主義」（吉崎朗発表）「歴史的事象を学んで も今
学んで いることには生きていない」（稲井衍義発
表）匚法や制度を受容する態度 の育成 にとどまっ
ている」（菊池八穂子発表） といった問題 は，今
中山実践 吉崎実践 稲井実践 菊池実践
問　題
教材単元＝子ど もの追究 の分
断
態度主義
先人の業績賞賛
“今” との断絶
授業づ くりで 厂歴史 的事象を
学んだ ことを今学 んでいるこ
とに生かす スタンス」 が不明
法や制度を受容 する態度のみ
育成
目　標
市民的資質育成 ＝共生 社会の
構築 に参画 する力 の育 成
市民的資質育成 ＝地域を愛 し
地域 の発展を 願う態度の育 成
市民的資質育 成＝社会的判断
力の育成
市民的資質育 成＝法や制度に
対し積 極的 に関与 していける
力 の育成
単元構成
問題解決 のプロ セスと場と時
間を保証す る大単元 の構成
・追求 の場 の保障
・　匚個別調査→話 し合い→新
視 点で個別調 査」 学習の繰
り返 し
・子ど もの疑問 の学習課題化
「価値観 の分 かれる学習課題
により、子 どもたちがそれぞ
れの主張を立案 し、 他者の主
張 との相違点を 見つけ、 話し
合い によって 合意 する」 授業
・政治 の成功 事例・失敗事例
の教材化
・「法的 な思 考」 に基づく単
元構成
子ど もの
変容
知る喜び と知 ることの大切さ
を理解
・地域 への誇り と愛 情の獲得
・調べ方 の獲 得
・自他 の考えを交 流し自 らの
考えを再 度見つ め直す
・他国 の社 会情勢 を相対 化
政治 に主体的 に関わろうとす
る態度 の形成
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後の授業づくりにおいて改善されなければならな
いだろう。
次に
，目標をみると，全員が市民的資質の育成
を目指した授業実践の発表となっている
。今後の
授業づくりの方向性は
，４名の共通認識となって
いるようだ
。匚公民的資質の基礎を養う」と『学
習指導要領社会』の匚目標
」に明記されてはいる
か
，現場教師が日頃の実践に際して，それを意識
することは少ないだろう
。しかし，発表者４名は，
匚変革の時代の小学校社会科教育実践
」は，市民
的資質の育成を目指すべきであると主張している
。
では
，その目標を達成するために，どのような教
育内容を設定し
，何をこそ教材化し，いかに指導
方法を改善しようと提案するのだろうか
。
中山実践の報告を通して
，発表者は，子どもが
現実生活の問題を解決する場と時間を保障するた
めには大単元での構成が必要であることを主張し
ている
。確かに，教科書単元にしたがって次々と
授業を展開している教育現場の現状において
，
厂子どもの主体的学習を保障するために複数単元
を接続しよう
」という提案は意義深い。また，曖
昧な表現である「社会形成への主体的参画」は，
子どもの買い物行動やゴミ処理の行動と結びつけ
ると
，賛否は別として，具体的でわかりやすい。
ただし
，子どもが生活の問題を子どもの力のみ
で解決しようとすると認識できる内容には限界か
おる
。結果として，子どもは社会の現状を肯定す
ることはあっても
，批判的に見ることはなく，社
会の抱える問題や構造
，仕組みを理解することは
できず
，社会の本質を認識しないまま学習を終え
ることになる危険性があるだろう
。事実，抽出児
Ｏは
，匚野菜の包装は必要か不要か」という問題
に対して
，親の買い物行動や友達の親の考え方を
受け入れて「包装は不要だ」と考えている。しか
し
，０児は八百屋の取材を通して，匚包装は必要
なのだ
」という反対の考え方も受け入れている。
Ｏ児は
，現状を肯定的に受容していると言わざる
を得ない
。ただ，授業者が，単元展開の終盤，
リサイクルボックスに出された白いトレイのそ
の後
」厂リサイクルは完璧にされてるのか」と
いった子どもたちの疑問を学習問題として積極的に取り上げようとしている点は，意義のある指導
の行為として注目したい
。本問題についての授業
展開の詳細は残念ながら不明だが
，多分，子ども
たちはゴミ処理の仕組みや問題を認識することに
なったであろう
。今後，「‾変革の時代の問題解決
学習
」においては，教師はいかに指導していくべ
きか
，明らかにされることが期待される。問題解
決学習は
，知的形成を排除するものではないのだ
から
，子どもの社会認識形成に資する教師の働き
かけを明らかにし，現場教師の追試による検証を
期待したい。
吉崎実践の特色は
，小泉八雲という海外から来
日した文化人を教材化したところにある
。中学年
の本単元は
，用水を開発した先人の業績を取り上
げることが多く
，文化人の教材化は珍しい。本単
元では
，子どもたちは八雲を調べることを通して，
松江のよさを学ぶ
。また，匚八雲を核にした町お
こしをしようと動いた松江の人々の思いや願いの
追求
」が単元構成の中核となっている。その結果，
授業者のねらい通り
，子どもは匚地域を愛し，地
域の発展を願う
」作文を書いて，単元を終えるこ
とができている
。このような特色を持っている実
践ではあるが
，「態度主義」という問題を克服で
きているかというと疑問が残る
。その原因と改善
方法は
，発表者自身が配付資料の最後に記載して
いるので紹介しよう。
匚この学習をふりかえってみたとき
，松江の町
のプラス面ばかりが強調されすぎてはいなかった
かという問題点が指摘できる
。それぞれの町には，
すばらしい側面をもっている反面
，必ず課題も抱
えているのが常である
。社会科の学習においては，
プラス面だけではなく
，その町の特色を批判的に
検討する視点も盛り込んでいくことが大切である
と考える
。そういった批判的な見方を経た上で感
じ取ることができたその町のすばらしさこそが
，
郷土を愛する心を育むもととなると考えるからで
ある
。（筆者略）町の有り様を批判的にとらえる
時間を盛り込むことが必要であると考える
。」
「郷土を愛する心
」は，客観的かつ科学的な社
会認識形成を通して育成されるものだろう
。匚郷
土を愛する心
」を育成するために，社会的事象の
匚プラス面
」を限定的に取り上げて認識形成を図
るとしたら，決してその社会の問題点を認識する
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ことはできず
，結果として，その原因や解決策を
考えることはできない
。匚態度主義」社会科を克
服できなければ
，たとえ子どもが，郷土を愛する
ことができたとしても
，その社会をよりよいもの
へと変革することはできないだろう
。それは，果
たして「郷土を愛している
」といえるのだろうか。
さて
，「‾海外から来日した文化人」という本教
材の独自性を生かすには
，匚社会の比較」という
方法によって匚地域社会がわかる
」授業づくりを
目指すことができるのではないだろうか
。厂なぜ，
小泉八雲＝ラフカディオ・バーンは，日本の風土・
文化を愛したのか
」という問題のもと，八雲が来
日するまでに過ごしたギリシヤ
，アイルランド，
イギリス
，フランス，アメリカそれらの社会と比
べて
，当時の日本社会のどこが八雲をそれほどま
でに惹きつけたのか
，を明らかにする授業はでき
ないだろうか
。また，国内でも八雲が過ごした熊
本
，神戸，東京に比べて，松江のどこが八雲を惹
きつけたのだろうか
。海外や国内の他の地域社会
と比較することを通して
，松江という地域社会そ
のものが明らかになるのではないだろうか
。この
教材には
，地域社会が明らかになる典型的な匚地
域学習
」を開発できる可能性かおる。
稲井実践は
，第６学年の歴史学習における新し
い教育内容を開発できる可能性を示している
。現
行の平成10年版学習指導要領でも新しい学習指導
要領でも
，日清・日露の戦争を調べることを通し
て
，匚我が国の国力が充実し国際的地位が向上し
たこと」をわがらせることになっている。言い換
えれば
，匚日清・日露の戦争は，我が国の国際的
地位を向上させる上で大きな役割を果たした
」と
いうことが教育内容となっているのである
。ただ
し
，考えてみれば，戦争が政策として成功事例な
のか失敗事例なのかという論議は分かれるのでは
ないだろうか
。つまり，学習指導要領に記載され
ているこのような考え方は
，一つの解釈に過ぎな
いのではないか
。戦争の原因と結果・影響を明ら
かにし
，政策としてふさわしいものだったのかど
うかを考える授業こそが社会科授業なのではない
かＯそして何より
，二度と戦争を起こして ら
ないという認識形成こそが必要ではないだろうか
。
発表者が，「日露戦争後，日本がまずもって取り
組むべきことは何か
」という論争問題を設定し，
避戦平和型反戦思想を覚醒したいと考えた本実践
は
，匚歴史的事象をどう解釈するのか」匚歴史学習
の教育内容は何か
」を問い直している。
稲井実践のもう一つの単元匚世界の中の日本」
もまた
，教育内容を問い直す提案となっている。
『学習指導要領社会』では
，「‾外国の人々と共に生
きていくためには異なる文化や習慣を理解し合う
ことが大切であること」が匚内容」となっている。
しかし
，現実には，「‾異なる文化や習慣を理解し
合うこと」ができなくても，外国の人々と共に生
きていかなければならない
。そこで，発表者は，
本単元の目標を以下のように設定する
。匚文化衝
突の中で
，合意不能な面の存在を理解し，それを
了解した上で
，共通する土俵をさがし，広げよう
とする思考を働かせることができる
」このような
考え方を発表者は「不完全欧の相互承認」という。
そうして
，発表者は，複数の外国を取り上げて，
厂日本として学べないことは何か
」討論する授業
をつくる
。本提案は，国際理解学習における新し
い教育内容の開発を求めるものといえる
。
変革の時代を迎え
，社会科は民主主義を学ぶ教
科としてますます重要性を増すであろう
。その要
請に応えるには
，新しい教育内容として匚法的な
思考
」を設定しよう，という提案が菊池実践であ
る
。発表者は，複数の実際の政治事例を教材化し
た上で
，民主主義の基本概念・原理である匚正義」
（「‾配分的正義」厂手続的正義コの考え方を子ども
たちに使わせる
。開発した本単元は，アメリカの
代表的法教育教材の翻訳書『わたしたちと法』3）
（現代人文社, 2001年）に示唆を得て開発されて
おり
，小学校における法関連教育の可能性を探っ
たものとなっている
。教育基本法に新たに規定さ
れた「社会形成への主体的参画
」ができる市民と
は
，法を遵守するばかりではなく，不公正な法に
は反対し法制度の改善に取り組むことができる市
民であろう
。そような市民を育成するためには，
無限に存在する社会的事象の中から何をこそ教育
内容として選択するべきなのだろうか
。変革の時
代における社会科で取り上げるべき内容の選択視
点として
，匚民主主義」は欠かすことができない
だろう。今後は，小学校社会科教育において，民
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主主義の基本原理をまなび
，現実の政治問題を考
える授業の開発が求められるだろう。
本稿で紹介した4名の課題研究発表を検討する
と
，厂変革の時代に求められる実践」には，教育
内容や教材
，方法の見直しと開発・改善が，一つ
一つの具体的な授業づくりにおいて必要であるこ
とがわかる
。それは，本課題研究発表すべてが実
践の事実にもとづいており
，子どもの変容結果を
示しているからである
。社会科授業が市民的資質
の育成を目指す過程だとしても
，同時に，それは
社会認識形成の過程であることは違いない
。授業
では
，どのような認識を，どのような教材や方法
で形成しようとしたのか
，そして，その結果とし
て子どもはどのような変容をみせたのか明らかに
することが
，研究を科学的なものにするのである。
今後も
，学会の場で，このような貴重な実践提案
に学ぶとともに
，理論からの具体的な授業づくり
への示唆が得られるよう期待される。
【註】
1）中山京子匚共生社会の構築に参画する力を育てる社会科学習」東京学芸大学附属世田谷小学校『授業
改革への道しるべ』東洋館出版社, 2005年，80～85
頁。
２）「避戦
」とは，「‾教え子を再び戦場に送らなくては
ならないような状況を二度と引き起こさないように
努力しようという決意を表明したもの」である。（小西正雄阡不戦）と匚避戦」のあいだ」『社会科教育９
月別冊通巻412号　近現代史の授業改革１』明治図書
，
1995年，84頁　より）
3）本書は，アメリカの代表的な法教育教材（原題
『民主主義の諸基礎』）を翻訳したものであり
，アメ
リカ立憲民主主義の基本概念・原理である「権威，
プライバシ
，ー責任，正義」を初等・中等教育の各
段階で教育するために開発されたものである。
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